
【地域交流、教育、環境・自然保護、農業・食育、文化・芸術】
放置竹林　竹林伐採　地域交流　商品開発　竹工作　ハンドメイド

◆ 活動内容

◆ メンバーの声

◆ 2026年度の活動目標

設立年：

メンバー数：

活動頻度：

主な活動場所：

参加費用：

広報

ウェブサイト Instagram X

■ 問合せ先 bambu.waseda@gmail.com 登録サークル

2020年 ゴールデンウィーク：新歓合宿​
5月～６月： 竹林整備、その他ボランティア
夏休み（8月～9月）：夏合宿​
10～11月： 竹林整備、依頼のあったところへボラン
ティア
11月：早稲田祭、稲門祭​
春休み（2月～3月）： 竹林伐採、商品開発

26人

ミーティング：週1回
活動：月3回程度（任意参加）

ミーティング：zoom
活動場所：早稲田大学、埼玉県本庄市

年会費：5000円
活動費：交通費2000～3000円
（補助金で負担ができる場合あり）

BAM部

早稲田大学と埼玉県本庄市を二大拠点とし、「竹」資源の循環と活用に取り組むことで、「持続可能な地域と
の協力」をモットーにして活動しています。定期的な竹林整備や伐採による環境保全活動をベースに、伐採し
た竹を工作・看板・竹あかり等へ加工利用しています。その際に新しい商品の開発を行い早稲田祭や本庄祭
り、その他イベントへ参加して販売、作成の体験をさせることで竹を通じた地域交流や環境教育の実践まで、
年間を通して幅広く活動しています。

印象的だったのは、児童養護施設でのワークショップである。協賛させていただいている埼玉りそな銀行と協
力して行った。子どもたちは竹にあまり触れたことが無く、新鮮に感じてくれたのか楽しく竹工作を体験して
いた。環境整備活動だけでなく、竹を通じて多様な世代や地域をつなぐ機会の創出に携わることができ、見
過ごされがちな竹の問題を周知するための手段を学べた。

来年度は活動の持続的発展に向け「同世代の巻き込み」を目標とします。現状、子どもや高齢者との交流は順
調ですが、大学生、高校生への認知・関心がまだ足りていないように見受けられます。そこで、SNS広報に力
を入れることで、竹あかりや竹工作品の魅力を広く発信することと、活動の楽しさをアピールすることで学生
層への発信力を高め、新たな仲間の獲得と組織の活性化を目指します。

◆ サークル情報 ◆ 2026年度の年間活動スケジュール


